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①申請回数
システムで申請を行った回数です。連番が付与されます。
この回数が飛んでいる、都道府県と合わないなどで審査結果ファイルが取り込めな
かったり、申請ができなかったりします。

②同じ種類の申請を複数回行った例
同じ種類の申請については修正回数として連番が付与されます。
また、実際に都道府県に対して申請ファイルを送り、その申請に対して審査された
結果ファイルを取り込むとそのファイル名が登録されます。
この例では、資格申請を3回行い、最後の申請ファイルを都道府県に送って、審査
結果ファイルを取り込んだ状態です。

③申請しても審査結果ファイルがない例
これらの申請は学校→都道府県に対し届け出るもので、都道府県からの審査結果
ファイルは存在しません。

④作成日時と更新日時
各申請を［確定］すると作成日時と更新日時を自動的に登録します。
その上で、審査結果ファイルを取り込んで［確定］すると、更新日時が［確定］
した日時に変わります。

なにかの申請を行おうとして『●●●が取り込まれていない』などのエラーを表示した
ときは、この画面でどの申請に対して審査結果が取り込まれていないか確認できます。

また、都道府県からの審査結果ファイルをなくしてしまったときは、この画面で申請
ファイル名を確認し、そのファイル名を都道府県に連絡すれば、対になる審査結果
ファイルがなにかが確認し、学校に再送付することができます。

◆申請に対して審査ファイルがない処理区分
処理区分で以下の申請は、県のデータベースに登録するだけで『審査結果ファイル』
はありません。
・変更届出　・支給停止　・支給再開　・授業料額変更

以下は学校側の申請・審査状況確認画面ですが、都道府県の画面もほぼ同じです。

学校データベースを戻すときの注意事項

1.申請・審査状況確認画面の見方

!!重要!!

本システムは『学校側と都道府県側の両データベースの整合性が取れていることを前提』と

して開発されています。

一方だけ過去日に戻す、両方戻したがその過去日が間違っていると、その後の処理に支障が

生じます。戻す必要が生じたら、必ずシステムヘルプデスクにご相談ください。
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申請・審査状況確認の内容は一覧を表示させた後、［CSV出力］でテキストファイル
として出力することができます。

出力したデータはメモ帳で開いたのち、全データをExcelにコピーペーストすること

ことで、学校と都道府県の状態を比較することができます。

以下は双方のデータベースの整合性が取れている例です。

①学校側に申請した記録がない
学校側の記録では『申請回数30：資格消滅』なのに対し、都道府県では『収入状況
届出』になっています。
学校側に収入状況届出の申請記録がないため、都道府県が発行した審査結果ファイル
が取り込めません。

これは学校側のデータベースだけを過去に戻してしまった結果、収入状況届出の記録が
消えてしまったものです。

②学校側に申請した記録がない
本来なら学校側に記録されているはずの資格申請が記録されてません。
この申請に含まれる生徒に対する、今後発生するはずの各種申請や届け出が正しく行え
ない可能性があります。
これも学校側のデータベースだけを過去に戻した可能性があります。

上記2つの例はいずれも学校側データベースですが、都道府県システムでも起こりえます。

『学校データベース』は学校ごとに作成されるデータベースです。

学校/都道府県システムの［data］フォルダ内に数字9桁のファイル名
で入っています。

◆整合性の取れていない例

2.学校と都道府県の申請・審査状況を比較する

（日時など一部を省いてあります）


